
年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 2

加藤 廣瀬 水田 小林

スポーツステップアップ高校スポーツ2024大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理
解するとともに，技能を身に付けるようにする。

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動
の楽しさや喜びを深く味わい，生
涯にわたって運動を豊かに継続することができ
るようにするため，運動の多様性
や体力の必要性について理解するとともに，そ
れらの技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な
解決に向けて思考し判断するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝える
力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に，健康・安全を確保して，生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数
男子

１
学
期

体つくり運動（男女共習） 体ほぐしの運動、実生活に活かす
運動

【知識・技能】体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い高め合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 3

体育理論（男女共習）
スポーツにおける技術と戦術・戦
略
スポーツにおける技能と体力

【知識・技能】「スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展」、「運動やスポーツの
効果的な学習の仕方」、「豊かなスポーツラ
イフの設計の仕方」について理解している。
【思考・判断・表現】「スポーツの文化的特
性や現代のスポーツの発展」、「運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方」、「豊かなス
ポーツライフの設計の仕方」について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】「スポーツ
の文化的特性や現代のスポーツの発展」、
「運動やスポーツの効果的な学習の仕方」、
「豊かなスポーツライフの設計の仕方」につ
いての学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○

○

○

1

12

水泳 女子 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
それぞれの泳法について、手と足の動き、呼
吸のバランスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることができる。自
己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしようとす
ること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どをしたり、水泳の事故防止に関する心得を
遵守するなど健康・安全を確保したりしてい
る。

○ ○

球技 男子　ハンドボール
女子　バレーボール

配当
時数
女子

3

1

12

12



１
学
期

女子 1学期に同じ

○

【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
長距離走では、ペースの変化に対応して走る
ことができる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技に
自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静
に受け止め、ルールやマナーを大切にしよう
とすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどをしたり、健康・安全を確保したりし
ている。

○

1

器械運動

陸上競技

２
学
期

体育理論（男女共習） 技能の上達過程と練習の考え方

効果的な動きのメカニズム

1学期に同じ

女子 【知識・技能】
技がよりよくできたり自己や仲間の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい、技の名称や行い方、体力の高め方、課
題解決の方法、発表の仕方などを理解すると
ともに、自己に適した技で演技しようとして
いる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝えよ
うとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
器械運動に主体的に取り組むとともに、良い
演技を讃えようとすること、互いに助け合い
高めあおうとするとともに、一人一人の違い
に応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
とや、健康・安全を確保しようとしている。

３
学
期

体育理論（男女共習） 体力トレーニング

運動やスポーツでの危険予知を安
全確保

1学期に同じ

柔道 男子 2学期に同じ

1

器械運動 女子 2学期に同じ

合計

9

78

15

男子 1学期に同じ

10

男子 【知識・技能】伝統的な考え方、技の名称や
見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解決
の方法、試合の仕方などについて理解してい
る。
相手の動きの変化に応じた基本動作から、相
手を崩したり、応じたりするなど、得意技な
どを用いた攻防を展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に主体
的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法
などの伝統的な行動の仕方を大切にしようと
すること、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

水泳

陸上競技 男子

○ 12

球技 男子　サッカー
女子　バレーボール、バスケット
ボール

1学期に同じ

4

柔道

球技 男子　サッカー
女子　バスケットボール

1学期に同じ

10

1

9

合計

78

14

10

5

1

10



年間授業計画

高等学校 令和8年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健 1

（A科：加藤） （M科：廣瀬） （I科：廣瀬） （G科：廣瀬） （D科：加藤）

現代高等保健体育　大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理
解するとともに，技能を身に付けるようにする。

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

  健康についての自他や社会の課題を発見し，
合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに，目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・私たちの健康のすがた
・健康のとらえ方
・健康と意志決定・行動選択
・健康に関する環境づくり
・生活習慣病とその予防
・食事と健康
・運動と健康
・休養・睡眠と健康
・喫煙と健康

【知識・技能】「現代社会と健康」、「安全
な社会生活」について、個人及び社会生活に
おける健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】「現代社会と健康」、
「安全な社会生活」について、自他や社会の
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、目的や状況に応
じて他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】「現代社会
と健康」、「安全な社会生活」についての学
習に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 13

14

定期考査
○ ○

定期考査

1

２
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・飲酒と健康
・薬物乱用と健康
・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症・エイズとその予防
・欲求と適応機制
・心身の相関とストレス
心の健康と自己実現

１学期に同じ

定期考査
○ ○

３
学
期

現代社会と健康
安全な社会生活

・交通事故の現状と要因
・交通社会における運転者の資質
と責任
・安全な交通社会づくり
・応急手当の意義とその基本
・心肺蘇生法
・日常的な応急手当

1学期に同じ

1

9

1

合計

39



年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 2

加藤 廣瀬 水田 小林

スポーツステップアップ高校スポーツ2024大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に，健康・安全を確保して，生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数
男子

配当
時数
女子

１
学
期

体つくり運動（男女共習） 体ほぐしの運動、実生活に活かす
運動

【知識・技能】体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い高め合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 3 3

体育理論（男女共習）
運動・スポーツの文化的特徴につ
いて理解する

人間にとって「動く」とは何か
スポーツの始まりと変遷

【知識・技能】「スポーツの文化的特性や現
代のスポーツの発展」、「運動やスポーツの
効果的な学習の仕方」、「豊かなスポーツラ
イフの設計の仕方」について理解している。
【思考・判断・表現】「スポーツの文化的特
性や現代のスポーツの発展」、「運動やス
ポーツの効果的な学習の仕方」、「豊かなス
ポーツライフの設計の仕方」について、課題
を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断
するとともに、他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】「スポーツ
の文化的特性や現代のスポーツの発展」、
「運動やスポーツの効果的な学習の仕方」、
「豊かなスポーツライフの設計の仕方」につ
いての学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 1 1

球技 男子　テニス
女子　バドミントン

【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○ 12 12

水泳 女子 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
それぞれの泳法について、手と足の動き、呼
吸のバランスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすることができる。自
己に適した泳法の効率を高めて泳ぐことがで
きる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に自主
的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大切にしようとす
ること、役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること、一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どをしたり、水泳の事故防止に関する心得を
遵守するなど健康・安全を確保したりしてい
る。

○ ○ ○ 12



１
学
期

器械運動 男子 【知識・技能】
次の運動について，技がよりよくできたり自
己や仲間の課題を解決したりするなどの多様
な楽しさや喜びを味わい，技の名称や行い
方，体力の高め方，課題解決の方法，発表の
仕方などを理解するとともに，自己に適した
技で演技すること。
ア マット運動では，回転系や巧技系の基本
的な技を滑らかに安定して行うこと， 条件
を変えた技や発展技を行うこと及びそれらを
構成し演技すること。
イ 鉄棒運動では，支持系や懸垂系の基本的
な技を滑らかに安定して行うこと，条件を変
えた技や発展技を行うこと及びそれらを構成
し演技すること。
ウ 平均台運動では，体操系やバランス系の
基本的な技を滑らかに安定して行うこと，条
件を変えた技や発展技を行うこと及びそれら
を構成し演技すること。
エ 跳び箱運動では，切り返し系や回転系の
基本的な技を滑らかに安定して行うこと，条
件を変えた技や発展技を行うこと。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。
【主体的に学習に取り組む態度】
器械運動に主体的に取り組むとともに，よい
演技を讃えようとすること，互いに助け合い
高め合おうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どや，健康•安全を確保すること。

○ ○ ○ 12

２
学
期

体育理論（男女共習） 文化としてのスポーツ
オリンピックと国際理解

1学期に同じ

1 1

水泳 男子 1学期に同じ
10

柔道 男子 【知識・技能】伝統的な考え方、技の名称や
見取り稽古の仕方、体力の高め方、課題解決
の方法、試合の仕方などについて理解してい
る。
相手の動きの変化に応じた基本動作から、相
手を崩したり、応じたりするなど、得意技な
どを用いた攻防を展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】武道に主体
的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法
などの伝統的な行動の仕方を大切にしようと
すること、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとすること
などをしたり、健康・安全を確保したりして
いる。

15

球技 男子　バスケットボール
女子　バドミントン、ハンドボー
ル又はフットサル

1学期に同じ

4 19

ダンス 女子 【知識・技能】
次の運動について，感じを込めて踊ったり仲
間と自由に踊ったり，自己や仲間の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，ダンスの名称や用語，文化的背景と表
現の仕方，交流や発表の仕方，課題解決の方
法，体力の高め方などを理解するとともに，
それぞれ特有の表現や踊りを身に付けて交流
や発表をすること。
ア 創作ダンスでは，表したいテーマにふさ
わしいイメージを捉え，個や群で，対極の動
きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表
現したり，イメージを強調した作品にまとめ
たりして踊ること。
イ フォークダンスでは，日本の民踊や外国
の踊りから，それらの踊り方の特徴を強調し
て，音楽に合わせて多様なステップや動きと
組み方で仲間と対応して踊ること。
ウ 現代的なリズムのダンスでは，リズムの
特徴を強調して全身で自由に踊ったり，変化
とまとまりを付けて仲間と対応したりして踊
ること。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを 他者に伝え
ること。
【主体的に学習に取り組む態度】
ダンスに主体的に取り組むとともに，互いに
共感し高め合おうとすること，合意形成に貢
献しようとすること，一人一人の違いに応じ
た表現や役割を大切にしようとすることなど
や，健康•安全を確保すること。

10



３
学
期

体育理論（男女共習） スポーツと経済
ドーピングとスポーツ倫理

1学期に同じ

ダンス 女子 2学期に同じ

1 1

球技 男子　サッカー
女子　バスケットボール

1学期に同じ

10 10

柔道 男子 2学期に同じ

9

9

合計 合計

78 78



年間授業計画　

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

39

1

３
学
期

生涯を通じる健康
健康を支える環境づくり

・大気汚染と健康
・水質汚濁・土壌汚染と健康
・健康被害を防ぐための環境対策
・環境衛生に関わる活動
・食品の安全性と健康

1学期に同じ

9

定期考査

定期考査
○ ○

1

２
学
期

生涯を通じる健康
健康を支える環境づくり

・加齢と健康
・高齢社会に対応した取り組み
・働くことと健康
・労働災害の防止
・働く人の健康づくり

１学期に同じ

14

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

生涯を通じる健康
健康を支える環境づくり

・思春期と健康
・性意識の変化と性行動の変化
・結婚生活と健康
・妊娠・出産と健康
・家族計画

【知識・技能】「現代社会と健康」、「安全
な社会生活」について、個人及び社会生活に
おける健康・安全について理解を深めるとと
もに、技能を身に付けている。
　
【思考・判断・表現】「現代社会と健康」、
「安全な社会生活」について、自他や社会の
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに、目的や状況に応
じて他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】「現代社会
と健康」、「安全な社会生活」についての学
習に主体的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

 個人及び社会生活における健康・安全について
理解を深めるとともに，技能を身に付けるよう
にする。

  健康についての自他や社会の課題を発見し，
合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに，目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

現代高等保健体育　大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理
解するとともに，技能を身に付けるようにする。

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

  生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を
目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（A科：水田） （M科：佐々木） （I科：佐々木） （G科　水田） （D科：西山）

保健体育 保健
保健体育 保健 1



年間授業計画

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

水泳（男女共習） ・四泳法
・個人メドレー
・１０分間泳

【知識・技能】次の運動について，記録の向
上や競争及び自己や仲間の課題を解決するな
どの多 様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解するとともに，
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐこと。
ア クロールでは，手と足の動き，呼吸のバ
ランスを保ち，伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりするこ
と。
イ 平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，伸びのある動作と安定し た
ペースで長く泳いだり速く泳いだりするこ
と。
ウ 背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，安定したペースで長く泳 いだ
り速く泳いだりすること。
エ バタフライでは，手と足の動き，呼吸の
バランスを保ち，安定したペースで長 く泳
いだり速く泳いだりすること。
オ 複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーを
すること。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを 他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に主体
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どや，水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康•安全を確保すること。

○ ○

１
学
期

22○

7

体育理論（男女共習）
豊かなスポーツライフの設計

・レジャー社会におけるスポーツ
の役割を理解できる。
・各ライフステージに対応したス
ポーツの楽しみ方について理解で
きる。

【知識・技能】・スポーツには、乳・幼児期
から高齢期に至るライフステージごとに、体
格や体力の変化などに見られる身体的特徴、
精神的ストレスの変化などに見られる心理的
特徴、人間関係や所属集団の変化などに見ら
れる社会的特徴に応じた多様な楽しみ方があ
ることについて、理解したことを言ったり書
いたりしている。
・各ライフステージにおけるスポーツの楽し
み方は、個人のスポーツ経験や学習によって
育まれたスポーツに対する欲求や考え方、健
康や体力を求める必要性や個人の健康目標な
どによっても変化するものであることについ
て、理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考・判断・表現】豊かなスポーツライフ
の設計の仕方についての学習に、主体的に取
り組もうとしている。
・豊かなスポーツライフが広がる未来の社会
について、これまで学習したことを基に、将
来の自己のスポーツ設計や未来の社会につい
ての自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】「スポーツ
の文化的特性や現代のスポーツの発展」、
「運動やスポーツの効果的な学習の仕方」、
「豊かなスポーツライフの設計の仕方」につ
いての学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○ 2

体つくり運動（男女共習） 体ほぐしの運動、実生活に活かす
運動

【知識・技能】体つくり運動の行い方、体力
の構成要素、実生活への取り入れ方などにつ
いて理解している。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の考え
たことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運
動に自主的に取り組むとともに、互いに助け
合い高め合おうとすること、一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしようとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○

保健体育 体育
保健体育 体育 3

加藤 廣瀬 水田 小林

スポーツステップアップ高校スポーツ2024大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に，健康・安全を確保して，生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



水泳（男女共習） ・四泳法
・個人メドレー
・１０分間泳

【知識・技能】次の運動について，記録の向
上や競争及び自己や仲間の課題を解決するな
どの多 様な楽しさや喜びを味わい，技術の
名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方
法，競技会の仕方などを理解するとともに，
自己に適した泳法の効率を高めて泳ぐこと。
ア クロールでは，手と足の動き，呼吸のバ
ランスを保ち，伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりするこ
と。
イ 平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，伸びのある動作と安定し た
ペースで長く泳いだり速く泳いだりするこ
と。
ウ 背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，安定したペースで長く泳 いだ
り速く泳いだりすること。
エ バタフライでは，手と足の動き，呼吸の
バランスを保ち，安定したペースで長 く泳
いだり速く泳いだりすること。
オ 複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーを
すること。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するための自己や仲間の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて取り組
み方を工夫するとともに，自己や仲間の考え
たことを 他者に伝えること。
【主体的に学習に取り組む態度】水泳に主体
的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとす
ること，役割を積極的に引き受け自己の責任
を果たそうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることな
どや，水泳の事故防止に関する心得を遵守す
るなど健康•安全を確保すること。

○ ○

○

１
学
期

2
学
期

体育理論（男女共習）
豊かなスポーツライフの設計

・豊かなスポーツライフを実現す
るために大切なことについて理解
できる。
・自分に合ったスポーツライフを
設計することができる

【知識・技能】・生涯にわたって「する、み
る、支える、知る」などのスポーツを多様に
継続するためには、ライフステージに応じた
スポーツの楽しみ方を見付けることに加え、
それぞれの生き方や暮らし方といったライフ
スタイルに応じた無理のないスポーツへの関
わり方が大切であることについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・ライフステージやライフスタイルによって
は、仕事の種類や暮らし方によって運動に関
わる機会が減少することもあるため、仕事と
生活の調和を図ること、運動の機会を生み出
す工夫をすること、多様な関わり方を実現す
るための具体的な設計の仕方があることにつ
いて、理解したことを言ったり書いたりして
いる。
【思考・判断・表現】・ライフステージにお
けるスポーツの楽しみ方やライフスタイルに
応じたスポーツとの関わり方について、自己
や自己を取り巻く環境の変化を予想し、自己
や社会についての課題を発見している。
・豊かなスポーツライフが広がる未来の社会
について、これまで学習したことを基に、将
来の自己のスポーツ設計や未来の社会につい
ての自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】豊かなス
ポーツライフの設計の仕方についての学習
に、主体的に取り組もうとしている。

○ ○

22

2

○

42

球技（男女共習）

22

球技（男女共習） テニス（選択） 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○

○

○

球技（男女共習）

バレーボール（選択） 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○

バスケットボール（選択） 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○ ○



・国や自治体が行っているスポー
ツ推進の施策を挙げることができ
る。
・企業や地域におけるスポーツの
関わりについて理解できる。

【知識・技能】・国や地方自治体は、スポー
ツの推進のために様々な施策を行っており、
人や財源、施設や用具、情報などを人々に提
供するなどの条件整備を行っていること、ま
た、スポーツの推進を支援するために、企業
や競技者の社会貢献、スポーツボランティア
や非営利組織（NPO 等）などが見られるよう
になっていることについて、理解したことを
言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】・ライフステージにお
けるスポーツの楽しみ方やライフスタイルに
応じたスポーツとの関わり方について、自己
や自己を取り巻く環境の変化を予想し、自己
や社会についての課題を発見している。
・豊かなスポーツライフが広がる未来の社会
について、これまで学習したことを基に、将
来の自己のスポーツ設計や未来の社会につい
ての自己の提案を言葉や文章などを通して他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】豊かなス
ポーツライフの設計の仕方についての学習
に、主体的に取り組もうとしている。

○ 2

3
学
期

合計

117

18○

体育理論（男女共習）
スポーツ推進のための施策と課題

球技（男女共習） バドミントン（選択） 【知識・技能】技術の名称や行い方、体力の
高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
について理解している。
各種目に応じて、安定した基本動作を身に付
け、作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開できる。
【思考・判断・表現】生涯にわたって運動を
豊かに継続するためのチームや自己の課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫するとともに、自己やチームの
考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】球技に自主
的に取り組むとともに、フェアなプレイを大
切にしようとすること、合意形成に貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じたプレ
イなどを大切にしようとすること、互いに助
け合い高め合おうとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

○ ○

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 14

2
学
期

バスケットボール（男女共習） 【技能の習得とゲーム実践】
パス、ドリブル、シュート等の基
本技能の習得。空間への走り込み
や、連携した攻撃・守備（マン
ツーマン等）の実践。
【知識・ルールの理解】
バスケットボールの特性、ルー
ル、バイオレーションの理解、審
判法の習得。

【知識・技能】
特性やルールを理解し、状況に応じたシュー
トやパスなどの技能を身に付け、連携した攻
撃や守備ができる。
【思考・判断・表現】
攻防の課題を発見し、チームの作戦や課題解
決のための練習方法を工夫し、他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ルールを遵守し、チーム内での役割を果た
し、仲間の違いを大切にしながら安全に留意
している。

○ ○

【技能の習得とゲーム実践】
パス、レシーブ、スパイク、サー
ブ等の基本技能の習得。ボールを
落とさずに連携して相手コートに
返すゲームの実践。
【知識・ルールの理解】
バレーボールの特性、ローテー
ションルール、審判法の習得。

【知識・技能】
特性やルールを理解し、パスやスパイクなど
の技能を身に付け、役割に応じた連携した攻
撃や守備ができる。
【思考・判断・表現】
チームの課題を発見し、フォーメーションや
ラリーを続けるための作戦や練習方法を工夫
し、他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
仲間と協力してラリーを継続しようとし、自
他の違いを尊重しながら役割を果たすととも
に、安全に留意している。

○ ○

○ 16

バレーボール（男女共習）

配当
時数

１
学
期

テニス（男女共習） 【技能の習得とゲーム実践】
ストローク、ボレー、サーブ等の
基本技能の習得。シングルス・ダ
ブルスにおける戦術の理解とゲー
ムの実践。
【知識・ルールの理解】
テニスの特性や成り立ち、ルー
ル、安全な用具の扱い方、審判法
の習得。

【知識・技能】
テニスの特性やルール、審判法を理解し、空
いた場所をねらうなどの技能を身に付け、攻
撃や守備ができる。
【思考・判断・表現】
自己やペアの課題を発見し、戦術や練習方法
を工夫し、他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
フェアな態度で競技し、互いに協力して自己
の責任を果たすとともに、安全に留意してい
る。

○ ○ ○ 28

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生涯スポーツ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の
楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め，運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに，それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け
て思考し判断するとともに，自己や仲間の考
えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任
を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるととも
に，健康・安全を確保して，生涯にわたって
継続して運動に親しむ態度を養う。

スポーツステップアップ高校スポーツ2024大修館

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

水田

保健体育 生涯スポーツ
保健体育 生涯スポーツ 2



○ 20

合計

78

3
学
期

バドミントン（男女共習） 【技能の習得とゲーム実践】
クリア、スマッシュ、ドロップ、
サーブ等のストロークの習得。相
手の陣形や空きスペースを突く戦
術を用いたゲームの実践。
【知識・ルールの理解】
バドミントンの特性、シングル
ス・ダブルスのルールの違い、審
判法の習得。

【知識・技能】
特性やルールを理解し、各種ストロークを身
に付け、相手のいない場所をねらった攻撃や
守備ができる。
【思考・判断・表現】
自己やペアの課題を見つけ、相手の陣形に応
じた戦術や練習方法を工夫し、他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
フェアプレイを重んじ、ペアや仲間と協力し
て審判などの役割を果たすとともに、安全に
留意している。

○ ○


